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「ネイチャーCOP」の核心：
バイオエコノミー・森林ファイナンス
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⚫ アクションアジェンダ 30の目的
⚫ COP30直前ウェビナーシリーズ 第3回COP30議長
国ブラジルとの対話＝「実施のCOP」という視点

⚫ 気候変動枠組条約で森林・自然について
何が議論されているのか？どこに向かっ
ているのか？

2 森林、海洋及び生物多様性の保全管理
(5) 森林破壊と森林劣化の停止・逆転に向けた投資
(6) 気候変動、生物多様性、砂漠化対策を含む自然・
生態系の保全、保護、回復に向けた取組
(7) 海洋および沿岸生態系の保全・回復に向けた取組
3 農業と食料システムの変革： 

(8) 土地の回復と持続可能な農業
(9) より強靭で適応力があり持続可能な食料システム
(10) すべての人々への十分な食料と栄養への公平なア
クセス
6クロスカッティング： 

(20) 持続可能な金融
(22) 気候変動を考慮した公共調達
(23) 炭素市場と炭素会計基準の調和 

(24) 気候変動と貿易
(26) ガバナンス、国家能力、制度強化 

(27) AI、デジタル技術
(28) イノベーション、気候起業家精神 

(29) バイオエコノミー、バイオテクノロジー
(30) 情報の完全性



未来の成長戦略「バイオエコノミー」とは？
新たな機会をみつけるための潮流
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「化石燃料由来」・「直線型」から「生物資源由来・循環型」へ
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森林バイオエコノミーは経済ルールの大転換：
「森を壊す価値」 < 「森をいかす価値」
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土地利用
転換

森林を破壊して価値が生まれる

「森林は価値を生まない」
という前提

過去の経済モデル

森林そのまま

森林を維持しながら価値を生む

CO2

新しい経済モデル
ビジネスが注目
すべき方向性



森林の価値を「金融」で支える：
COP30でTropical Forest Forever Facility (TFFF)正式発足
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拠出者 基金 熱帯林諸国

投資基金
運用益
年20億＄

目的 森林伐採よりも森林が存在してることに価値を与える (Standing forests are worth more than felled 

ones)

誰が？ ブラジルがCOP28で提案。暫定運営委員会で設計を協議：熱帯林諸国（ブラジル・コロンビア・
ガーナー・コンゴ民・インドネシア・マレーシア）、潜在的な投資国（ドイツ・アラブ首、フラ
ンス、ノルウェー、イギリス）、IPLC、国際機関、多国間開発銀行（世銀が管財人）

想定される拠出者 「公的と民間の両方から資金を調達する革新的なイニシアチブ」
国家（ブラジルは10億＄をプレッジ）、機関投資家、慈善投資家、民間企業

想定される受益者 熱帯および亜熱帯湿潤広葉樹林（TSMBF）開発途上国74か国（森林10億ha）。
成果支払いを受けるための適格性条件：参加時森林減少率0.50%以下かつ減少傾向、IPLCsへの資
金配分

1,250億＄の資本基盤

成果（森林を維持し続けたこと）
に対する報酬

運用益



なぜTFFFが必要なのか？
「Forever」の意味
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⚫ 既存の森林資金源を補強
⚫ 森林を「恒久的」に維持するための
資金としての役割

⚫ いかに多様な資金源を森林の恒久的
維持につなげるか？

⚫ バイオエコノミーに移行する
までのつなぎ
⚫ バイオエコノミー移行の加速は急務

土地利用
転換

カーボンクレジット・
REDD+成果支払い

ある時点での森林減少を回避

TFFF
森林を恒久的に維持

バイオエコノミー

公的資
金・ODA

森林を破壊する農業等へ
の補助金・融資の終焉
森林を破壊して生産され
た原材料使用禁止

ビジネスが注目すべき方向性
森林への関わり方は無限！



なぜ、今ブラジルに期待するのか？
当事者からの『本気の転換』の提案
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⚫ ブラジルが主導
⚫ 当事者からの経済モデル転換の呼びかけ

⚫ 先進国からの理想論ではなく

⚫ ゼロスタートではない。今までのレ
ディネス構築の実績が後押し
⚫ REDD+支援による途上国のモニタリング、
森林ガバナンスの向上

⚫ 世界は森林減少ゼロにコミット済

⚫ 森林・土地利用に関するグラスゴー・リーダー
ズ宣言と森林・気候リーダーズパートナーシッ
プ（FCLP）

⚫ 民間の自主的な取り組み（ボランタリーカー
ボン、TCFD、SBTi、TNFD、SBTnature 、
サプライチェーン)

⚫ 各国の規制：EUDR他
画像：Adobe Stock



企業ができる「次の一歩」とは？
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さらにビジネスの視点で
議論を試みます！
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